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 造礁サンゴ(以下，サンゴ)は，刺胞動物門 Phylum Cnidaria の 3綱のうち，花虫綱 
Class Anthozoa とヒドロ虫綱 Class Hydrozoa に属しており，110属 800種ほどからな
る。大部分は，花虫綱六方サンゴ亜綱 Subclass hexactinia のイシサンゴ目 Order 
Scleractinnia に含まれ，八重山諸島から奄美大島に至るサンゴ礁海域の造礁サンゴの













堤の役割をしている (野島 2006)。 
しかし，近年，白化現象，オニヒトデのよる食害，赤土汚染，水質の悪化等の環境ス





























































2.1 調査海域 名蔵湾 












富に生育している(Fig.2-3)。タチハナガサミドリイシ Acropora selago  クシハダミ





Fig.2-1 石垣島名蔵湾 St.5 
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2.2.3 2010年および 2011年に着生したミドリイシ属 
 本研究では，2010年 5月 27日の一斉産卵で生まれたミドリイシを対象として調査を
行った。石西礁湖内では，人工基盤上に生育した一斉産卵 13ヶ月後の最大直径が，2.8
‐11.8 mm（平均 7.6 ± 標準偏差 2.4 mm）であった（Okamoto 2010）。名蔵湾と石西
礁湖は近隣海域（距離約 5km）のため，ミドリイシの成長量はほぼ同じと推測し，本研










調査内容 調査日程 一斉産卵後の月数 
一斉産卵 2010年 5月 27日 0 
定点の設置と 1才ミドリイシの特定 2011年 6月 6-9日 12 










 2013年 10月 10,11日 40 
 2014年 6月 7,8,13日 48 
 2014年 11月 21,22日 53 
 
Table.2-2 調査日時の概略(2011着生ミドリイシ) 
調査内容 調査日程 一斉産卵後の月数 










 2013年 10月 10,11日 28 
 2014年 6月 7,8,13日 36 







2010年 5月 27日および 2011年 5月 16日に，石西礁湖北礁周辺にてミドリイシ属の
一斉産卵を確認した。名蔵湾に着生するミドリイシは，地理的にまた 5月には南風が卓
越するため，北礁で放出されたバンドルに由来するものが多いと推定される。このこと


















































各 1 才ミドリイシの位置情報を記録後，水中カメラ (Nikon D60) を用い，稚サンゴを
スケールとともに撮影(以下，接写写真)した (Fig.2-13)。同時に，1才ミドリイシの位
置情報と写真の照合を行えるように，撮影時間と 1才ミドリイシの撮影順を水中ノート
に記録した。2012年 5月 23,26,27,29-31日，2011年着生ミドリイシの 1才ミドリイシ
の特定時には，その後の追跡調査を更に正確に行うため，接写写真だけではなく 1才ミ
ドリイシの周辺の地形の様子が分かる俯瞰写真(以下，引き写真)を水中カメラ(Nikon 


































































ンに取り込んだミドリイシの写真とアメリカ国立衛生研究所(National Institute for 










a. 被覆状 (Encrusting：EC) 
b. 1本の樹枝形成 (One blanch：OB) 
c. 複数の樹枝を形成 (Several branches：SB) 
d. 形成した複数の樹枝が，被覆部のサイズを超える 
(Wider branches than the size of encrusting：WB) 
 
 
EC                           OB 
 


























2011 年 6 月に 1 回目の調査を行い，2010 年着生の 1 才ミドリイシを特定した。その
後，2011年 11月（一斉産卵後 17月），2012年 5月（一斉産卵後 24月），2012年 10月
（一斉産卵後 28月），2013年 5月（一斉産卵後 36月），2013年 10月(一斉産卵後 40月)，
2014年 6月(一斉産卵後 48月)，2014年 11月(一斉産卵後 53月)において，群体識別追
跡を行った。2012 年 5 月の調査では 2011 年着生の 1 ミドリイシを新たに特定した。そ
の後，2012 年 10 月（一斉産卵後 16 月），2013 年 5 月（一斉産卵後 24 月），2013 年 10





3.1 特定した 1才ミドリイシの群体数 
 特定した 1才ミドリイシを直径のサイズ別に，4 mm以下，4.1-7.0 mm，7.1-10.0 mm，
10.1 mm以上の 4グループに分類した(Table.3-1)。2010年着生ミドリイシにおいては，
4 mm以下は 3群体，4.1-7.0 mmは 38群体，7.1-10.0 mmは 104群体，10.1 mm以上は
60群体を確認し，合計で 205群体であった。2011年着生ミドリイシにおいては，4 mm
以下は 13群体，4.1-7.0 mmは 97群体，7.1 -10.0 mmは 158群体，10.1 以上は 86群
体を確認し，合計で 354群体であった。これより，分類した 4グループのそれぞれの生
残および成長の推移を求めた。尚，12㎜未満の表記は ≦11.9 と示してある。 
 
Table.3-1 特定した 1才ミドリイシの群体数 
最大直径 2010年着生ミドリイシ 2011年着生ミドリイシ 
≦4.0 3 13 
4.1≦7.0 38 97 
7.1≦10.0 104 158 
10.1≦11.9 60 86 
















一斉産卵後の月数 生残 死亡 追跡不能 
≦4.0 
12 3 - - 
17 1 1 1 
24 1 0 0 
28 1 0 0 
36 0 1 0 
40 - - - 
48 - - - 
53 - - - 
4.1≦7.0 
12 38 - - 
17 20 17 1 
24 10 9 1 
28 7 3 0 
36 0 7 0 
40 - - - 
48 - - - 
53 - - - 
7.1≦10.0 
12 104 - - 
17 54 48 2 
24 37 14 3 
28 28 7 2 
36 21 7 0 
40 12 6 3 
48 8 4 0 
53 6 2 0 
10.1≦11.9 
12 60 - - 
17 45 13 2 
24 28 13 4 
28 19 7 2 
36 16 3 0 
40 12 3 1 
48 10 2 0 



































一斉産卵後の月数 生残 死亡 追跡不能 
12 205 - - 
17 120 79 6 
24 76 36 9 
28 55 17 4 
36 37 17 1 
40 24 9 4 
48 18 6 0 





























一斉産卵後の月数 生残 死亡 追跡不能 
≦4.0 
12 13 - - 
16 7 6 0 
24 2 5 0 
28 1 1 0 
36 0 1 0 
41 - - - 
4.1≦7.0 
12 97 - - 
16 64 30 3 
24 30 33 1 
28 22 8 0 
36 17 5 0 
41 11 6 0 
7.1≦10.0 
12 158 - - 
16 98 52 8 
24 48 46 4 
28 34 12 2 
36 21 13 0 
41 21 0 0 
10.1≦11.9 
12 86 - - 
16 62 20 4 
24 35 24 3 
28 27 8 0 
36 20 7 0 
































一斉産卵後の月数 生残 死亡 追跡不能 
12 354 - - 
16 231 108 15 
24 115 108 0 
28 84 29 2 
36 58 26 0 






















 2010年着生の 1才ミドリイシを 205群体特定し，その後一斉産卵後 17，24，28，36，
40，48，53月に追跡を継続して行った。この追跡結果より，1才時のサイズ別に分けた











 12-36月では，7.1-10.0mmが 21.6%，10.1mm以上が 30.8%となり，両グループとも
に全群体の 20.0%を上回った。 













 12-24月 24-36月 36-48月 12-36月 12-48月 
≦4.0 50.0 0.0 - 0.0 0.0 
4.1≦7.0 27.8 0.0 - 0.0 0.0 
7.1≦10.0 37.3 60.0 44.4 21.6 8.5 
10.1≦11.9 51.9 61.5 66.7 30.8 19.6 














4.1-7.0mmと 10.1mm以上はそれぞれ 56.7%，57.1%となり，全群体の 51.3%を上回った。 
 12-36月では，7.1-10.0mmの群体が 14.6%となり，全群体の 17.2%を下回ったが，













 12-24月 24-36月 12-36月 
≦4.0 15.4 0.0 0.0 
4.1≦7.0 32.3 56.7 18.3 
7.1≦10.0 32.9 45.7 14.6 
10.1≦11.9 44.3 57.1 25.3 




3.3.3 着生から 24月後で 12mm未満の群体 
 本研究では，最大直径 12㎜未満のミドリイシを 1才として特定したが，一斉産卵 24
月後，2010年着生では 76群体中 11群体(14.5%)，2011年着生では 115群体中 28群体
(24.3%)の直径が 12㎜未満であった。 
以下に，着生から 24月後で 12㎜未満の群体の生残数の推移および生残率を示す。 
 
Table.3-8 着生 24月後に 12㎜未満の群体の生残数の推移 
着生年 産卵後の月数 生残 死亡 追跡不能 
2010年 
24 11 - - 
36 3 8 0 
48 0 1 2 
2011年 
24 28 - - 
28 13 14 1 
36 6 7 0 
 
 
Table.3-9 着生 24月後に 12㎜未満の群体の生残率 
期間 2010年着生 2011年着生 
24-36月 27.3% 22.2% 





3.4.1 2010年着生ミドリイシにおける 1才時サイズ別の成長 





が，7.1-10.0mmでは，32群体中 4群体，10.1mm以上では，23群体中 4群体が 30mmを
上回った。 
7.1-10.0mm及び 10.1mm以上の群体において,36月時点で 40 mmを越える群体が，そ
れぞれ 3，8群体確認された。40 mmを越えた群体を一斉産卵後 24月時点まで遡ると,





































































3.4.2 2011年着生ミドリイシにおける 1才時サイズ別の成長 
2011年着生ミドリイシを 1才のサイズ別に 4グループに分類し，一斉産卵後 48月ま
での最大直径の推移を Table.3-11, Fig.3-6に示した。最大直径の推移は,全群体から
追跡不能群体を除いた結果から求めた。 
 36月時において 40mm以上の群体は，4.1-7.0mmで 17群体中 8群体，7.1-10.0mmで




































































 追跡群体の 12月ごとの成長に伴う群体形状の変化を，被覆状 (Encrusting：EC)，1
本の樹枝形成 (One blanch：OB)，複数の樹枝を形成 (Several branches：SB)，形成
した複数の樹枝が，被覆部のサイズを超える 















着生年 形状 12月 24月 36月 48月 
2010年 
EC 168 15 1 0 
OB 22 14 1 0 
SB 12 23 5 0 
WB 3 24 30 18 
 合計 205 76 37 18 
2011年 
EC 284 24 1  
OB 36 7 0  
SB 29 40 10  
WB 5 44 47  






































リイシ Acropora selago が最も多く，2010年着生 48月で 9群体，2011年着生ミドリイ
シが 36月で 35群体確認された。樹枝状群体としては，トゲスギミドリイシ Acropora 
nobilis，クロマツミドリイシ Acropora grandis，が確認された。尚，オヤユビミドリ









36月 48月 36月 
タチハナガサミドリイシ Acropora selago 19 9 35 
ハナガサミドリイシ Acropora nasuta 8 4 8 
ハナバチミドリイシ Acropora cytherea 5 2 7 
トゲスギミドリイシ Acropora nobilis 2 2 0 
クシハダミドリイシ Acropora hyacinthus 1 1 0 
ウスエダミドリイシ Acropora tenius 1 0 1 
コエダミドリイシ Acropora microphthalma 1 0 0 
クロマツミドリイシ Acropora grandis 0 0 6 
オヤユビミドリイシ Isopora gemmifera 0 0 1 















12 8.0-11.3(9.1±1.1) 4.3-11.8(8.4±2.2) 
24 19.5-43.2(27.0±8.5) 5.7-42.3(21.7±9.0) 
36 23.3-64.4(36.6±15.3) 16.4-105.5(47.9±22.5) 

































































































12 8.5-11.1(10.3±1.3) 6.1-11.7(9.1±2.0) 
24 13.4-32.1(22.6±7.6) 11.8-35.0(22.6±7.3) 
36 25.1-55.3(43.2±12.8) 6.0-83.1(39.6±23.3) 




















































- 21.8 23.3 32.1 
36 10.8 35.4 25.1 25.8 
19.1-55.3[n=4] 
(41.7±15.7) 































12  11.7 1.7 4.7-11.9(8.0±2.5) 
24 19.2 25.5 10.4-37.9(21.1±8.6) 
36 29.0 47.5 21.5-67.0(43.9±16.7) 














































9.8 - - 
24 20.6 19.2 19.8 12.9 25.5 
36 - - - 
20.6-47.5[n=5] 
(30.4±11.0) 





- - - 



















12 10.7 EC 
24 26.8 SB 
36 47.2 WB 
48 71.5 WB 
 
 
12月           24月 
 







Table.3-21 ウスエダミドリイシの 3才までのサイズと形状(n=2) 
産卵後の月数 
2010年着生 2011年着生 
最大直径(mm) 形状 最大直径(mm) 形状 
12 7.5 WB 5.2 WB 
24 42.3 WB 33.1 WB 
36 - WB 103.1 WB 
 
 
















て Fig.3-17に示す。尚，トゲスギ(32 B)の 36月は写真撮影のミスのため，樹枝長のデ
ータがない。 
Table.3-22 トゲスギミドリイシの 4才までの樹枝長と形状(n=2) 
産卵後の月数 トゲスギ(20 C) トゲスギ(32 B) 
 樹枝長(mm) 形状 樹枝長(mm) 形状 
12 0 EC 0 EC 
24 18 SB 42.0 WB 
36 41.7 WB - WB 




12月(20C)            12月(32B) 
 
24月(20C)            24月(32B) 
 
36 (20C)              36月(32B) 
 










 12月 24月 36月 


































 2010年着生のコエダミドリイシの 36月までの成長が 1群体判明した。その樹枝長と
形状について Table.3-24 に示す。また，3才までの成長経過を Fig.3-20に示す。 
Table.3-24 コエダミドリイシの樹枝長と形状 
 12月 24月 36月 
樹枝長(mm) 2.0 7.1 18.0 
形状 OB OB WB 
 
 
















 2011年 6月に最大直径 12 mm未満の 205群体を 2010年着生の 1才ミドリイシとして
特定し，一斉産卵後 53月まで追跡した。同様に，2012年 5月に 354群体を 2011年着生
の 1才ミドリイシとして特定し，一斉産卵後 41月まで追跡した。2010年着生及び 2011
年着生ミドリイシの 12-24月の生残率は，それぞれ 40.0%，33.9%であり，12-36月での
生残率はそれぞれ 20.0%，17.2%であった。また，2010 年着生ミドリイシの 12-48 月の
生残率は 9.9%であった。「石西礁湖北礁におけるミドリイシ属サンゴ 5 才までの成長に
ついて(糠信 未発表)」によると，石西礁湖北礁に生育するミドリイシの生残率は，







4.1.2 ミドリイシの 1才のサイズと生残の関係性 
 2010年着生，2011年着生ミドリイシは，それぞれ 2011年 6月，2012年 5月の調査で
最大直径が 12 ㎜未満の群体を 1 才ミドリイシと特定した。しかし，そのサイズにはば
らつきがあり，そのサイズの違いがもたらす生残への影響を明らかにするため，4.0 ㎜
以下，4.1－7.0㎜，7.1－10.0㎜，10.1㎜以上の 4グループに分け，生残率を求めた。 
 2010 年着生ミドリイシでは，4.0 ㎜以下，4.1－7.0 ㎜，2011 年着生ミドリイシでは






4.1.3 一斉産卵から 24月後で 12㎜未満の群体について 
 本研究では，最大直径 12㎜未満のミドリイシを 1才として特定したが，一斉産卵 24
月後，2010年着生では 76群体中 11群体(14.5%)，2011年着生では 115群体中 28群体













被覆状 (Encrusting：EC)，1本の樹枝形成 (One blanch：OB)，複数の樹枝を形成 
(Several branches：SB)，樹枝部のサイズが被覆部のサイズを超える(Wider branches 

























































































Table.4-2 名蔵湾と北礁の WB以外の群体のサイズ比較(平均±標準偏差，mm) 
一斉産卵後の月数 名蔵湾 北礁 
12 8.5±2.1 8.0±2.2 
24 16.8±6.9 19.0±7.7 

















27.2mm(n=3)，WBが 36.4mm(n=16)，2011年着生では SBが 28.1mm(n=3)，WBが 49.7mm(n=32)
であり，SBと WBの差が，2010年着生では約 10mm，2011年着生では約 20mmの差が生ま

























で WBではなかった群体は 4群体中 3群体が 4才になる前に死亡している。従って，36
月時点で WBになることで，その後の成長が安定すると考えられる。 
 
1才           2才 
 























群体数 サイズ 群体数 サイズ 
1 16 6.1-11.7(9.4±1.7) 15 4.2-10.7 (8.5±2.1) 
2 16 11.0-35.0(20.8±7.0) 15 9.4-29.8 (18.8±5.5) 
3 16 6.0-83.1(36.3±19.4) 15 12.8-57.0(32.0±12.5) 
4 4 21.4-101.6(64.5±37.5) 10 18.1-112.3(69.2±30.6) 
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4.4.4 ミドリイシ 3種の比較 
 本研究では，ミドリイシの形状を 4つに分類し，タチハナガサミドリイシ，ハナガサ
ミドリイシ，ハナバチミドリイシの 3 種の最大直径を求めた。その結果，3 種の 3 才ま
でのサイズに大きな違いは見られなかった。タチハナガサミドリイシ，ハナガサミドリ
イシは 4才で最大 100mmを超えていた。ハナバチミドリイシは，最大 64.7mmであった。
ハナバチミドリイシは，3 才から上方に樹枝を伸ばし，テーブルの柱となる部位を形成
する傾向にあり，2,3 才で樹枝を側方にも形成し始める 2 種と比べ，上面観のサイズが
小さくなったと考えられる。2 種の形状の特徴として，タチハナガサミドリイシは，枝
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2011年6月 2011年11月 2012年5月 2012年10月
定点 識別記号 方位(°) 距離(cm) 種類 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm) 追跡結果 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm)
1 A 170 23 8.42 EC 生残 13.08 生残 17.19 WB 生残 20.05
1 C 200 31 6.68 EC 生残 11.30 死亡
1 D 210 29 5.76 EC 死亡
1 E 200 28 7.40 EC 死亡
2 A 40 10 Acropora selago 11.28 OB 生残 18.08 生残 21.54 SB 生残 31.06
2 C 310 23 7.54 EC 死亡
3 A 150 25 Acropora cytherea 9.77 OB 生残 10.23 生残 12.89 WB 生残 19.03
3 B 180 59 8.59 EC 死亡
4 A 310 31 6.59 EC 生残 13.54 生残 16.07 OB 生残 21.8
4 D 0 34 11.24 EC 生残 14.70 死亡
5 A 上11 左22 7.46 EC 死亡
5 C 下20 左3 11.41 OB 生残 15.57 生残 17.29 WB 死亡
5 E 下38 0 10.60 EC 生残 16.57 死亡
5 H 下54 右13 6.52 WB 生残 9.51 生残 30 WB 死亡
6 A 260 50 Acropora nasuta 8.44 EC 生残 16.15 生残 18.5 EC 生残 31.32
6 B 320 33 8.28 EC 生残 15.84 生残 22.12 SB 生残 25.81
6 C 350 22 7.51 EC 生残 11.00 生残 15.98 OB 死亡
6 D 180 31 11.48 EC 生残 13.59 死亡
7 B 70 40 Acropora cytherea 11.74 EC 生残 15.27 生残 19.22 OB 生残 20.6
8 A 60 22 9.90 EC 死亡
8 C 270 33 10.98 EC 死亡
9 A 110 50 9.63 EC 死亡
9 C 90 33 8.20 EC 死亡
10 A 190 10 Acropora nasuta 10.31 EC 生残 11.64 生残 13.41 EC 生残 17.47
11 A 30 9 Acropora nasuta 9.70 EC 生残 11.14 生残 10.95 EC 生残 19.03
12 A 120 13 10.21 SB 生残 17.29 死亡
13 A 110 5 9.68 EC 死亡
14 A 290 22 7.64 EC 生残 9.28 生残 9.55 OB 生残 11.48
14 B 130 20 5.78 EC 生残 14.41 死亡
14 C 260 25 Acropora selago 10.10 OB 生残 17.29 生残 22.77 SB 生残 32.43
14 D 230 34 7.66 EC 死亡
14 E 250 40 9.28 OB 生残 16.73 生残 24.6 WB 死亡
15 A 270 42 11.03 EC 生残 8.87 生残 8.12 EC 生残 4.8
15 B 270 42 5.89 EC 生残 10.94 生残 9.86 EC 生残 6.47
15 C 240 52 8.13 EC 死亡
15 D 240 45 Acropora nasuta 8.45 EC 生残 17.25 生残 23.29 SB 生残 28.41
15 E 230 48 9.39 EC 生残 19.44 生残 26.9 WB 死亡
15 G 80 13 6.04 EC 死亡
16 C 10 26 8.89 EC 死亡
16 D 30 50 8.20 EC 死亡
16 E 0 56 8.26 EC 死亡
17 A 310 20 10.34 EC 生残 9.17 死亡
17 B 340 25 Acropora selago 9.34 EC 生残 16.16 生残 20.41 SB 生残 22.32
18 A 80 68 9.93 EC 死亡
18 B 70 54 7.84 EC 死亡
18 C 80 13 7.37 OB 生残 19.45 死亡
18 D 350 41 9.22 EC 生残 15.30 生残 23.26 WB 追跡不能
20 A 20 33 8.67 SB 死亡
2010年着生追跡群体(2011年6月～2012年10月)
20 B 40 29 8.50 EC 生残 16.26 生残 21.75 EC 死亡
20 C 170 31 Acropora nobilis 10.51 EC 生残 19.00 生残 25.56 SB 生残 29.86
22 A 270 13 9.09 EC 生残 17.84 死亡
22 B 310 21 8.78 EC 死亡
22 C 250 60 6.90 EC 死亡
22 D 250 直50 6.89 EC 死亡
22 E 250 直51 8.82 EC 死亡
22 F 250 直53 Acropora selago 11.02 EC 生残 16.31 生残 16.22 OB 生残 17.14
23 A 340 48 11.68 OB 追跡不能
23 C 130 47 11.23 EC 生残 10.86 死亡
23 D 130 47 6.11 EC 生残 11.69 死亡
24 A 130 14 9.46 EC 死亡
24 B 130 11 Acropora nasuta 11.27 EC 生残 11.04 生残 14.36 EC 生残 19.26
24 C 10 直23 11.98 OB 生残 12.58 生残 15.42 OB 追跡不能
24 D 110 42 10.36 OB 生残 23.92 生残 26.82 WB 生残 27.71
25 A 110 29 6.67 EC 生残 10.64 生残 14.73 OB 死亡
25 B 100 14 8.54 WB 死亡
25 C 100 14 7.66 OB 死亡
26 B 0 18 Acropora selago 9.68 EC 生残 18.11 生残 43.22 SB 生残 25.37
27 A 150 12 9.47 EC 生残 29.35 死亡
27 B 30 58 9.07 EC 死亡
27 C 320 56 Acropora nasuta 11.14 EC 生残 11.11 生残 21.84 SB 生残 50.11
29 A 270 18 8.71 EC 死亡
30 A 160 24 9.74 SB 生残 14.39 生残 19.5 WB 生残 20.26
30 B 160 28 6.61 EC 死亡
30 C 290 23 9.14 OB 生残 20.09 生残 23 WB 生残 -
31 A 30 50 11.86 EC 生残 20.41 追跡不能
31 B 20 50 9.93 EC 生残 16.58 死亡
31 C 20 41 7.70 EC 生残 6.38 死亡
31 E 260 30 10.92 EC 生残 20.49 生残 27.28 OB 死亡
31 G 190 46 4.88 EC 死亡
31 H 190 93 7.86 EC 生残 9.83 死亡
31 I 190 93 9.07 EC 生残 20.64 死亡
31 J 160 87 Acropora nasuta 8.09 EC 生残 15.81 生残 17.07 EC 生残 21.35
31 K 160 93 6.36 EC 生残 15.11 生残 19.53 SB 生残 28.95
31 L 160 100 8.99 EC 死亡
32 A 70 83 Acropora cytherea 11.67 EC 生残 16.20 生残 25.49 WB 生残 33.2
32 B 40 100 Acropora nobilis 10.24 EC 生残 15.64 生残 33.98 WB 生残 85.83
32 C 150 15 8.41 EC 死亡
32 D 130 25 9.41 OB 死亡
32 E 220 8 Acropora selago 8.42 OB 生残 15.02 生残 33 WB 生残 52.66
32 F 270 25 6.47 EC 死亡
32 G 230 40 Acropora selago 11.56 OB 生残 19.45 生残 10.93 WB 生残 20.64
34 B 340 17 8.30 EC 生残 16.17 生残 10.51 EC 生残 15.36
34 D 280 25 7.43 EC 死亡
35 A 260 23 Acropora selago 8.23 EC 生残 16.69 生残 22.8 SB 生残 25.63
35 B 280 22 6.93 EC 死亡
35 C 270 31 10.57 SB 生残 15.72 追跡不能
35 D 250 100 10.84 EC 死亡
36 B 210 40 10.29 EC 生残 11.62 生残 7.34 EC 死亡
36 C 190 50 9.21 EC 死亡
37 A 340 16 5.79 EC 生残 4.32 死亡
37 B 330 17 3.91 EC 追跡不能
37 C 310 22 4.78 EC 死亡
38 A 340 5 8.35 EC 死亡
38 B 40 20 Acropora cytherea 8.36 EC 生残 14.69 生残 20.64 EC 生残 29.21
38 C 30 20 Acropora selago 9.97 EC 生残 15.52 生残 16.3 OB 生残 21.37
39 B 70 14 Acropora selago 9.25 EC 生残 13.87 生残 19.95 WB 生残 18.45
40 A 90 11 7.44 EC 死亡
40 B 280 34 9.43 EC 死亡
40 C 280 37 Acropora microphthalma 8.35 OB 生残 4.50 生残 9.11 OB 生残 21.41
41 C 350 21 Acropora selago 8.10 EC 生残 17.34 生残 21.58 OB 生残 20.38
41 D 10 22 5.20 EC 生残 9.97 追跡不能 追跡不能
41 E 10 22 9.26 EC 生残 14.41 追跡不能 追跡不能
42 B 50 直24 6.53 EC 生残 8.37 死亡
42 D 20 直18 10.95 EC 生残 17.75 生残 22.51 OB 死亡
42 E 130 直19 11.33 EC 生残 26.74 生残 40.57 WB 死亡
43 A 90 32 4.36 EC 死亡
43 B 110 15 9.77 SB 死亡
43 D 120 30 Acropora selago 9.15 EC 生残 16.46 生残 22.2 SB 生残 27.03
43 E 170 15 5.61 EC 生残 10.12 生残 12.79 SB 生残 18.3
43 F 200 23 11.37 EC 死亡
43 G 330 20 8.36 SB 死亡
43 H 280 35 11.39 EC 生残 13.03 追跡不能
43 I 250 42 10.43 EC 生残 22.11 死亡
44 A 50 36 6.46 EC 死亡
44 B 30 20 Acropora selago 10.38 SB 生残 25.48 生残 47.97 WB 生残 55.2
44 E 100 9 10.83 EC 死亡
45 A 90 16 9.17 EC 死亡
45 B 50 8 11.21 EC 死亡
45 C 290 12 5.40 EC 死亡
46 B 110 30 9.10 EC 死亡
47 B 70 33 9.08 EC 死亡
47 C 150 11 8.20 SB 生残 14.27 死亡
47 D 140 33 7.10 EC 死亡
47 E 30 28 9.35 EC 死亡
47 F 280 19 Acropora selago 8.60 EC 生残 16.45 生残 19.47 SB 生残 23.54
47 G 230 30 Acropora selago 7.77 EC 生残 22.45 生残 27.5 SB 生残 32.47
47 H 200 38 7.53 EC 生残 5.45 死亡
47 I 100 50 9.20 EC 死亡
48 A 40 65 4.95 EC 死亡
48 E 0 40 11.32 EC 生残 18.66 死亡
48 F 290 5 4.62 OB 追跡不能
48 H 280 14 10.01 EC 死亡
48 I 270 46 5.44 EC 生残 7.32 死亡
48 J 310 54 5.61 EC 生残 11.11 死亡
49 A 300 20 Acropora selago 7.97 EC 生残 16.97 生残 38 WB 生残 48.43
49 B 340 24 10.73 SB 生残 9.15 生残 25.57 WB 死亡
49 D 90 68 10.49 EC 生残 10.24 死亡
49 G 170 38 6.71 EC 生残 15.00 生残 20.97 SB 死亡
49 J 200 32 9.63 EC 死亡
50 A 260 直40 Acropora selago 10.30 SB 生残 17.25 生残 25.57 WB 生残 40.83
50 C 320 11 6.66 EC 死亡
50 D 340 7 11.05 EC 生残 9.32 死亡
50 G 210 15 11.59 EC 死亡
50 H 50 41 11.66 EC 死亡
51 A 180 25 3.84 EC 生残 8.56 生残 14.66 EC 生残 14.35
51 B 110 17 8.03 EC 死亡
51 C 180 8 9.64 EC 死亡
51 D 90 10 10.87 OB 生残 17.89 生残 33 WB 死亡
51 E 60 26 5.75 EC 生残 8.44 死亡
52 A 100 19 3.90 EC 死亡
52 B 100 24 8.19 EC 死亡
52 C 130 54 11.39 OB 追跡不能
52 D 90 43 11.38 EC 死亡
52 E 90 43 9.92 EC 死亡
53 A 90 68 10.37 EC 生残 16.61 生残 20.39 OB 追跡不能
53 C 60 60 7.32 EC 死亡
53 E 10 26 11.69 EC 死亡
53 F 0 28 9.61 EC 生残 19.11 生残 22.61 SB 追跡不能
53 G 10 17 8.97 EC 死亡
53 H 90 14 11.41 OB 死亡
54 A 200 6 Acropora cytherea 10.17 EC 生残 14.39 生残 19.75 SB 生残 19.29
54 B 300 23 8.77 EC 追跡不能
54 C 300 24 8.06 EC 追跡不能
54 D 0 29 Acropora hyacinthus 10.71 EC 生残 21.85 生残 26.84 SB 生残 31.17
54 E 340 48 Acropora tenius 7.51 WB 生残 32.35 生残 42.26 WB 生残 23.1
54 F 350 68 7.52 EC 生残 9.02 生残 9.5 EC 死亡
55 A 20 40 9.43 EC 生残 18.33 死亡
55 B 290 20 8.98 EC 生残 7.67 死亡
55 C 300 30 11.73 EC 死亡
55 D 300 17 10.16 EC 生残 12.16 死亡
55 E 220 4 11.04 EC 生残 24.38 追跡不能
55 F 40 8 11.98 OB 生残 25.40 生残 9.5 SB 生残 28.08
55 G 130 15 5.72 EC 生残 20.90 生残 28.82 SB 生残 35.11
55 H 60 76 9.29 EC 生残 24.66 生残 30.98 WB 死亡
55 I 60 94 11.65 SB 死亡
56 C 110 11 8.84 OB 生残 23.49 死亡
56 D 160 54 6.86 EC 生残 10.98 生残 14.91 SB 生残 23.37
57 A 330 55 5.91 EC 生残 10.27 死亡
57 B 320 60 6.67 EC 死亡
57 D 290 57 10.41 SB 生残 24.75 死亡
57 F 200 9 9.76 EC 生残 16.18 生残 24.02 EC 生残 29.1
57 G 290 20 7.86 EC 生残 16.38 追跡不能
57 H 260 21 9.04 EC 死亡
57 I 270 27 5.44 EC 生残 8.88 生残 12.73 SB 生残 12.42
58 A 270 46 9.72 EC 生残 18.11 死亡
58 B 100 18 7.00 EC 死亡
58 C 200 33 Acropora selago 8.42 EC 生残 20.26 生残 30.39 SB 生残 31.69
58 D 180 90 10.21 EC 生残 14.16 死亡
58 E 170 77 6.85 EC 死亡
59 A 340 28 Acropora nasuta 11.10 EC 生残 20.48 生残 32.05 WB 生残 37.74
59 D 30 16 Acropora selago 9.67 EC 生残 15.10 生残 16.14 OB 生残 17.82
60 A 210 46 8.40 SB 生残 13 追跡不能
60 B 250 30 9.14 EC 生残 20.46 死亡
60 D 260 35 7.81 EC 生残 6.45 生残 8.59 EC 死亡
60 F 60 50 7.85 EC 死亡
2013年5月 2013年10月 2014年6月 2014年11月
定点 識別記号 種類 追跡結果 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm) 追跡結果 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm)




2 A Acropora selago 生残 41.0 WB 生残 60.83 生残 71.71 WB 生残 125.72
2 C

















10 A Acropora nasuta 生残 25.1 SB 生残 27.73 生残 45.34 WB 生残 80.76











































26 B Acropora selago 生残 30.00 WB 生残 27.08 生残 33.67 WB 生残 43.2
27 A
27 B












31 J Acropora nasuta 生残 19.07 WB 死亡
31 K 死亡
31 L
32 A Acropora cytherea 生残 47.5 WB 生残 55.5 生残 64.67 WB 生残 81.25
32 B Acropora nobilis 生残 54.36 WB 生残 126.72 生残 - WB 生残 220.64
32 C
32 D
32 E Acropora selago 生残 56.5 WB 死亡
32 F
32 G Acropora selago 生残 23.6 WB 追跡不能
34 B 死亡
34 D










38 B Acropora cytherea 生残 33.3 WB 生残 33.6 死亡
38 C Acropora selago 生残 34.17 SB 死亡
39 B Acropora selago 生残 20.97 WB 死亡
40 A
40 B
40 C Acropora microphthalma 生残 12.9 WB 生残 30.46 死亡

























47 F Acropora selago 生残 23.26 WB 生残 31.08 生残 40.44 WB 生残 59.44



































54 A Acropora cytherea 生残 20.6 WB 生残 22.19 死亡
54 B
54 C
54 D Acropora hyacinthus 生残 47.23 WB 生残 54.5 生残 71.52 WB 生残 88.82






















58 C Acropora selago 生残 25.5 SB 生残 34.72 生残 51.29 WB 生残 92.62
58 D
58 E
59 A Acropora nasuta 生残 55.3 WB 生残 66.38 生残 101.59 WB 生残 154.44





2012年5月 2012年10月 2013年5月 2013年10月 2014年6月 2014年11月
定点 識別記号 方位(°) 距離(cm) 種類 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm) 追跡結果 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm) 追跡結果 サイズ(mm) 形状 追跡結果 サイズ(mm)
1 n01 120 34 9.12 SB 死亡
1 n02 70 24 8.83 OB 生残 12.43 死亡
1 n03 20 31 7.45 WB 生残 16.63 死亡
1 n04 310 30 4.44 EC 生残 10.56 死亡
1 n05 310 30 Acropora nasuta 6.79 EC 追跡不能
1 n06 330 28 Acropora nasuta 9.24 EC 追跡不能
2 n01 40 6 5.45 EC 死亡
2 n02 140 30 8.06 OB 生残 13.94 生残 38.56 WB 生残 59.29 生残 97.52 WB 生残 126.36
2 n03 310 20 3.91 EC 生残 10.05 生残 15.14 SB 生残 22.41 死亡
2 n04 170 14 8.62 EC 生残 14.23 生残 21.68 SB 生残 28.02 生残 47.35 WB 生残 60.17
2 n05 190 20 10.14 EC 生残 27.13 生残 42.35 WB 生残 51.8 生残 105.50 WB 生残 148.93
3 n01 160 70 10.73 OB 生残 11.89 死亡
3 n02 220 24 3.09 WB 生残 15.65 死亡
4 n01 185 30 8.56 EC 生残 15.49 生残 SB 死亡
4 n02 300 5 Acropora selago 9.39 OB 死亡
4 n03 40 34 7.14 EC 死亡
4 n04 110 57 Acropora cytherea 9.88 EC 生残 15.76 生残 19.83 SB 死亡
5 n02 140 73 Acropora selago 10.14 SB 生残 追跡不能
5 n03 140 75 10.80 EC 生残 18.91 追跡不能
5 n04 130 68 8.58 EC 生残 21.58 追跡不能
5 n05 150 40 5.00 EC 生残 10.45 死亡
5 n06 150 40 6.08 EC 生残 7.92 生残 WB 死亡
5 n07 170 35 8.87 EC 死亡
5 n08 180 27 10.54 EC 生残 死亡
5 n09 180 27 10.12 EC 生残 15.22 生残 17.27 SB 死亡
5 n10 190 12 6.06 EC 追跡不能
5 n11 270 直12 9.89 EC 生残 17.01 生残 20.65 WB 生残 26.43 生残 42.85 WB 生残 50.92
5 n12 280 直32 7.57 EC 生残 8.08 生残 9.02 WB 死亡
5 n13 280 直52 4.33 EC 生残 12.73 生残 27.51 SB 生残 43.77 生残 72.86 WB 生残 74.93
5 n14 280 直52 7.51 EC 生残 11.98 生残 13.71 OB 生残 36.68 死亡
5 n16 320 直23 3.80 EC 生残 6.88 生残 6.49 OB 死亡
5 n17 320 直25 8.56 EC 生残 14.93 生残 18.61 SB 生残 27.8 生残 63.58 WB 生残 90.1
5 n18 310 直9 7.17 EC 生残 12.44 生残 19.61 SB 生残 33.31 生残 27.92 SB 生残 38.46
5 n19 80 6 Acropora cytherea 10.51 EC 生残 15.11 死亡
5 n20 30 14 5.30 WB 生残 9.3 生残 WB 死亡
5 n21 110 12 Acropora selago 11.55 SB 生残 20.78 生残 32.36 WB 生残 68.94 生残 68.83 WB 生残 110.42
5 n22 90 22 11.45 SB 生残 20.63 死亡
5 n23 130 25 8.03 EC 生残 12.35 生残 25.3 WB 死亡
5 n24 80 25 Acropora selago 8.98 EC 死亡
5 n25 70 21 Acropora nasuta 5.26 EC 生残 7.22 生残 14.11 SB 生残 34.23 生残 56.32 WB 生残 109.19
6 n01 160 82 8.96 SB 生残 9.42 生残 19 WB 生残 21.43 生残 77.94 WB 生残 149.07
6 n02 160 82 3.84 SB 生残 7.77 死亡
6 n03 150 82 Acropora selago 8.50 EC 死亡
6 n04 150 82 9.83 EC 生残 16.8 生残 28.91 SB 生残 37.08 生残 45.03 SB 生残 47.01
6 n05 150 82 6.13 EC 生残 9.41 生残 22.57 OB 生残 31.3 生残 41.02 SB 生残 48.62
2011年着生追跡群体(2012年5月～2014年11月)
6 n06 160 79 8.03 EC 生残 14.54 生残 20.46 OB 生残 24.04 死亡
6 n07 140 59 Acropora selago 7.52 EC 生残 11.11 死亡
6 n08 125 65 Acropora grandis 5.85 EC 生残 - 死亡
6 n09 130 59 5.58 EC 死亡
6 n11 50 7 6.97 EC 生残 7.03 死亡
6 n12 40 28 Acropora nasuta 6.79 EC 生残 14.08 死亡
6 n13 10 14 Acropora nasuta 6.46 EC 生残 10.22 生残 14.82 SB 生残 14.47 生残 17.57 WB
6 n14 10 23 4.57 EC 死亡
6 n15 345 28 9.84 EC 生残 10.48 死亡
6 n16 340 28 9.68 EC 死亡
6 n17 330 33 3.18 EC 死亡
6 n19 290 直47 5.83 EC 生残 9.55 生残 12.35 WB 生残 37.26 生残 46.4 WB 死亡
6 n20 280 48 8.21 EC 生残 11.55 生残 22.18 SB 生残 30.09 生残 67 WB 生残 92.51
6 n21 310 55 Acropora selago 5.61 EC 死亡
7 n01 90 13 8.43 EC 生残 10.83 死亡
8 n01 120 23 9.88 EC 生残 死亡
8 n02 110 25 4.65 EC 生残 11.1 生残 7.07 OB 生残 7.04 死亡
8 n03 10 直36 11.63 EC 生残 14.1 死亡
8 n04 90 直80 Acropora grandis 11.70 OB 生残 16 生残 24.76 SB 生残 30.69 生残 44.25 SB 生残 50.93
8 n05 110 直95 Acropora cytherea 6.83 EC 死亡
8 n06 150 50 11.48 SB 生残 25.15 生残 57.49 WB 生残 84.91 生残 75.73 WB 死亡
9 n01 110 直78 6.98 EC 生残 10.64 生残 14.53 SB 生残 18.56 生残 23.67 WB 死亡
9 n02 110 直78 8.94 OB 生残 14.03 死亡
9 n03 110 直62 6.07 EC 生残 5.38 死亡
9 n05 100 42 6.25 EC 生残 10.61 生残 14.44 SB 死亡
9 n06 100 42 Acropora selago 9.92 EC 生残 16.24 生残 12.06 SB 死亡
9 n07 80 30 4.78 EC 生残 12.61 生残 25.42 WB 生残 56.39 生残 68.73 WB 生残 96.65
9 n08 150 直51 Acropora grandis 10.52 EC 生残 13.38 死亡
9 n09 260 32 Acropora selago 5.00 EC 死亡
9 n11 200 直76 6.83 EC 生残 9.18 生残 5.67 OB 生残 7.98 生残 21.46 WB 死亡
9 n12 220 直82 9.37 EC 死亡
9 n13 230 直54 8.34 EC 生残 16.09 死亡
9 n14 240 直55 10.11 EC 生残 14.41 生残 11.65 SB 生残 17.15 生残 26.44 WB 生残 45.28
10 n02 110 35 Acropora selago 9.73 EC 生残 15.97 生残 13.81 OB 生残 12.57 死亡
10 n04 310 57 7.13 EC 追跡不能
10 n05 305 45 6.39 EC 追跡不能
10 n07 200 40 Acropora selago 10.61 EC 生残 13.12 追跡不能
10 n09 160 40 9.12 EC 死亡
10 n11 175 53 11.82 EC 生残 10.2 生残 17.76 OB 生残 25.37 死亡
10 n12 165 52 Acropora selago 6.84 EC 生残 11.4 死亡
10 n13 130 66 9.05 EC 生残 11.72 生残 20.96 WB 生残 16.28 死亡
11 n01 50 8 10.90 EC 死亡
11 n03 50 22 8.06 EC 生残 12.07 死亡
11 n04 40 18 7.88 EC 生残 5.49 死亡
11 n05 0 23 9.86 SB 生残 20.12 生残 40.65 WB 生残 70.28 生残 69.44 WB 生残 95.62
12 n01 290 50 8.75 EC 追跡不能
12 n02 290 50 9.62 SB 追跡不能
12 n03 40 41 6.30 EC 生残 7.63 死亡
12 n04 260 直45 9.44 EC 生残 10.34 死亡
12 n05 200 59 11.96 EC 死亡
13 n01 335 21 10.29 EC 生残 14.28 生残 23.11 WB 生残 26.57 生残 18.88 WB 死亡
13 n02 5 15 Acropora selago 10.83 EC 生残 20.9 生残 25.35 SB 生残 31.24 生残 38.67 SB 生残 23.12
13 n03 5 36 7.66 EC 死亡
13 n04 30 44 8.67 EC 生残 7.91 死亡
13 n05 40 29 7.93 EC 生残 12.09 生残 19.54 SB 死亡
13 n06 310 42 9.06 EC 生残 12.7 死亡
13 n07 310 47 9.37 EC 生残 11.63 死亡
13 n08 290 32 Acropora selago 6.22 OB 生残 10.68 死亡
13 n09 120 25 Acropora nasuta 10.98 EC 死亡
13 n10 310 55 9.07 EC 死亡
14 n01 40 c5 5.72 EC 生残 8.92 生残 10.97 WB 生残 22.73 死亡
14 n02 40 c12 9.85 OB 生残 17.12 生残 17.1 SB 生残 25.86 生残 87.64 WB 生残 175.35
14 n03 110 c17 6.94 EC 生残 15.72 生残 22.07 OB 生残 11.35 死亡
14 n04 340 c16 7.31 EC 死亡
14 n05 345 c19 6.47 EC 死亡
14 n06 280 c23 6.53 EC 死亡
14 n08 280 c23 7.42 EC 生残 10.04 死亡
16 n01 130 直18 9.56 EC 生残 16.88 死亡
16 n02 280 直46 Acropora grandis 9.14 EC 死亡
16 n03 170 100 5.73 EC 生残 9.24 死亡
16 n04 170 100 11.41 EC 生残 12.8 死亡
16 n05 190 75 10.20 EC 生残 10.06 死亡
17 n01 320 19 8.97 EC 死亡
17 n02 0 10 10.35 EC 死亡
17 n03 170 47 7.60 EC 生残 7.26 生残 11.79 OB 生残 10.36 生残 20.14 SB 生残 29.48
17 n04 130 90 7.94 EC 生残 10.18 生残 10.65 OB 追跡不能
18 n01 70 86 7.80 OB 生残 19.53 生残 21.54 SB 生残 35.64 死亡
18 n02 75 60 10.53 EC 死亡
18 n03 80 58 11.82 EC 生残 12.75 生残 19.67 SB 生残 32.06 生残 60.91 WB 生残 83.26
18 n04 90 64 10.74 EC 生残 17.01 生残 12.11 OB 死亡
18 n07 170 直94 5.25 EC 生残 5.47 死亡
18 n08 50 15 Acropora nasuta 7.78 EC 生残 10.11 死亡
18 n09 0 29 7.14 EC 生残 19.88 生残 37.9 SB 生残 50.30 生残 60.97 SB 生残 81.38
18 n10 340 30 11.93 EC 生残 17.75 死亡
18 n11 270 直15 8.35 EC 死亡
19 n02 265 71 Acropora selago 10.18 EC 生残 15.1 生残 15.84 SB 生残 20.69 生残 31.20 SB 生残 29.82
20 n01 20 12 11.92 SB 生残 20.17 生残 12.1 SB 生残 13.16 死亡
20 n02 40 14 5.20 WB 生残 31.35 生残 33.06 WB 生残 43.23 生残 103.05 WB 生残 134.78
20 n03 130 13 5.83 EC 生残 3.8 死亡
20 n04 250 直44 Acropora cytherea 9.66 EC 生残 9.78 死亡
20 n05 250 直45 10.08 EC 死亡
20 n06 50 48 8.91 EC 死亡
20 n07 60 47 Isopora gemminifera 3.71 EC 死亡
20 n08 80 45 7.18 OB 死亡
20 n09 75 52 Acropora tenius 8.29 EC 死亡
21 n01 55 18 8.82 EC 生残 5.82 死亡
21 n02 185 c44 8.06 EC 死亡
21 n03 0 50 11.50 EC 生残 6.54 生残 - SB 生残 - 死亡
21 n04 340 53 11.71 EC 死亡
21 n05 320 42 8.77 EC 生残 15.6 死亡
21 n06 310 28 11.26 OB 生残 24.1 生残 29.29 WB 生残 44.82 生残 68.94 WB 生残 91.2
21 n07 290 34 6.03 SB 死亡
21 n08 260 24 5.57 EC 生残 10.02 生残 19.14 SB 生残 29.35 生残 55.92 WB 生残 95.68
21 n10 160 50 3.98 EC 死亡
21 n11 145 80 9.63 EC 生残 14.79 死亡
21 n12 175 82 8.91 EC 生残 19.29 生残 21.38 SB 生残 26.47 生残 55.24 WB 生残 82.75
22 n01 340 5 8.37 EC 生残 15.72 死亡
23 n01 0 22 Acropora selago 6.82 EC 生残 11.92 追跡不能
23 n02 0 22 8.12 EC 生残 5.02 追跡不能
23 n04 80 35 Acropora selago 10.40 EC 死亡
23 n05 70 35 2.55 EC 生残 5.76 死亡
23 n06 90 67 6.74 EC 死亡
24 n01 320 c18 Acropora nasuta 3.53 EC 死亡
24 n02 320 c40 6.12 EC 死亡
24 n03 45 c17 10.27 EC 生残 18.15 生残 20.97 WB 死亡
24 n06 300 c49 11.96 EC 生残 16.91 生残 20.75 SB 生残 36.11 生残 42.02 WB 生残 69.45
24 n08 85 c70 11.89 SB 生残 18.19 生残 32.54 WB 生残 30.50 生残 61.04 WB 追跡不能
25 n03 80 25 8.30 OB 生残 15.34 生残 27.69 WB 生残 43.87 生残 60.26 WB 生残 73.29
25 n05 0 27 9.79 OB 死亡
25 n06 85 30 7.21 OB 生残 5.22 死亡
25 n07 85 47 7.30 EC 生残 14.15 生残 15.8 WB 生残 33.92 生残 54.7 WB 生残 68.42
25 n08 100 50 7.58 EC 生残 12.93 死亡
25 n09 140 40 Acropora cytherea 9.56 EC 生残 14.51 生残 15.39 WB 死亡
25 n11 30 69 Acropora grandis 4.32 EC 生残 13.04 死亡
25 n12 270 55 Acropora selago 8.22 EC 生残 13.82 生残 50.58 WB 生残 74.48 死亡
26 n01 200 c38 9.94 EC 生残 16.91 生残 23.51 SB 追跡不能
26 n02 30 13 9.08 SB 生残 17.44 生残 36.55 WB 生残 42.01 生残 51.8 WB 生残 68.08
26 n03 260 34 Acropora selago 8.59 EC 生残 11.6 死亡
26 n05 270 60 9.90 EC 死亡
26 n07 310 c52 10.11 EC 生残 8 死亡
27 n01 320 60 4.49 EC 生残 15.42 死亡
27 n02 310 62 10.90 OB 生残 5.85 死亡
27 n03 320 65 8.71 EC 生残 10.74 死亡
28 n01 160 62 Acropora selago 4.81 EC 生残 7.64 死亡
28 n02 30 54 5.62 EC 生残 10.67 死亡
28 n03 0 34 9.32 EC 死亡
28 n05 240 5 6.92 EC 生残 9.58 生残 10.6 SB 死亡
28 n06 280 24 9.07 OB 生残 9.77 死亡
28 n09 190 90 11.64 OB 追跡不能
29 n01 155 20 10.32 EC 死亡 11:40-42
29 n02 330 23 7.55 SB 死亡
30 n01 280 60 6.71 EC 死亡 13:29-31
30 n02 160 8 3.51 EC 死亡
30 n03 335 25 10.42 EC 生残 15.78 死亡
30 n04 90 26 7.90 OB 生残 14.13 生残 17.43 SB 死亡
30 n05 120 26 11.35 SB 生残 19.4 生残 WB 死亡
31 n01 190 93 9.64 EC 死亡 11:55-57
31 n02 200 43 11.22 EC 生残 8.14 生残 8.73 WB 死亡
31 n03 315 28 8.62 EC 生残 11.29 生残 14.57 SB 生残 19.49 生残 25.77 WB 生残 28.56
31 n04 50 36 6.00 EC 生残 9.65 生残 13.19 SB 生残 6.48 死亡
31 n05 20 46 7.80 EC 生残 10.46 生残 7.05 SB 生残 7.05 死亡
31 n06 70 94 8.92 EC 生残 8.38 死亡
31 n07 100 68 8.78 OB 生残 19.53 生残 29.28 SB 生残 33.08 生残 51.86 WB 生残 54.65
32 n01 90 21 5.95 EC 生残 10.74 死亡
32 n02 260 24 8.64 EC 生残 13.5 死亡
32 n03 230 24 Acropora selago 10.97 SB 生残 20.62 生残 31.45 WB 生残 47.88 死亡
32 n04 240 66 7.19 EC 死亡
32 n05 230 70 8.46 EC 生残 14.36 生残 23.4 WB 生残 34.12 生残 47.44 WB 生残 76.71
32 n06 220 71 5.61 EC 死亡
33 n01 70 33 Acropora selago 8.12 EC 生残 10.04 死亡
33 n02 80 10(直30) 10.72 OB 死亡
33 n03 80 10(直30) 10.37 EC 死亡
33 n04 40 10(直27) 6.87 EC 死亡
33 n05 0 33(直45) 4.73 EC 死亡
34 n01 160 30 Acropora selago 10.07 EC 生残 14.13 死亡
34 n02 310 17 11.08 EC 生残 12.89 死亡
34 n04 120 21 8.94 EC 死亡
34 n05 260 21 5.02 EC 生残 6.3 生残 3.89 OB 死亡
34 n06 180 38 4.31 SB 死亡
34 n07 180 38 9.05 EC 生残 8.09 死亡
35 n01 270 26 7.06 EC 生残 12.6 生残 17.55 SB 生残 18.16 死亡
35 n02 240 66 8.96 EC 死亡
35 n04 100 6 11.08 EC 生残 10.84 生残 10.12 OB 死亡
35 n05 100 6 10.71 EC 生残 11.27 生残 11.9 OB 死亡
36 n01 230 12 6.94 EC 生残 10.4 死亡
36 n02 260 29 9.64 EC 死亡
36 n03 40 63 11.28 EC 死亡
36 n04 30 78 10.41 EC 生残 18.47 死亡
36 n05 290 42 10.15 EC 生残 14.61 死亡
36 n08 250 93 11.85 OB 生残 9.63 死亡
37 n02 170 38 5.11 EC 生残 8.26 生残 7.76 SB 死亡
37 n03 180 43 11.67 EC 生残 15.35 生残 16.17 OB 生残 7.57 生残 5.97 EC 生残 5.02
37 n04 245 58 5.38 EC 生残 6.05 死亡
37 n05 240 60 5.51 EC 死亡
37 n06 240 60 5.53 EC 生残 7.31 死亡
37 n07 240 60 4.61 EC 死亡
37 n08 260 94 9.12 EC 死亡
38 n01 0 10 9.23 SB 死亡
38 n02 255 13 Acropora nasuta 6.39 WB 生残 6.79 死亡
38 n03 190 10 6.97 EC 生残 11.77 死亡
38 n04 265 10 9.27 OB 生残 - 死亡
38 n05 70 12 7.32 EC 生残 8.66 死亡
39 n01 210 7 5.07 EC 死亡
39 n02 270 21 9.98 SB 死亡
39 n03 270 21 7.24 EC 死亡
39 n04 230 34 8.90 EC 死亡
40 n01 110 67 6.77 EC 生残 13.05 死亡
40 n06 260 6 3.88 EC 死亡
41 n02 130 65 11.16 EC 生残 15.8 死亡
41 n03 145 75 7.53 EC 生残 10.47 生残 13.19 WB 死亡
41 n04 155 73 7.24 EC 死亡
42 n01 245 20 8.37 OB 生残 15.46 生残 22.75 SB 生残 31.45 生残 51.52 WB 生残 82.23
42 n02 230 35 6.18 EC 生残 9.17 生残 11.33 OB 生残 14.95 生残 17.74 SB 生残 24.81
42 n04 120 c30 8.03 OB 生残 10.18 生残 14.62 WB 生残 26.07 死亡
42 n05 110 c32 8.48 EC 死亡
42 n06 300 35 7.62 EC 死亡
42 n07 250 85 6.91 EC 生残 8.45 生残 3.75 OB 生残 7.59 死亡
43 n02 120 直51 7.48 EC 死亡
43 n03 200 28 Acropora selago 9.02 EC 生残 14.21 死亡
43 n04 270 25 Acropora selago 10.08 OB 生残 18.07 生残 23.33 WB 生残 40.90 生残 55.61 WB 生残 49.03
43 n05 270 35 11.03 EC 生残 20.14 死亡
43 n06 220 40 7.93 OB 生残 16.53 生残 18.12 WB 生残 36.01 生残 52.74 WB 生残 83.22
43 n07 230 47 6.30 EC 生残 12.36 生残 19.12 WB 生残 35.94 生残 38.22 WB 生残 40.65
44 n01 140 60 11.19 EC 生残 10.46 死亡
45 n01 30 48 4.70 EC 生残 7 生残 10.44 SB 生残 13.87 生残 25.81 WB 死亡
45 n04 340 16 10.63 OB 生残 19.87 生残 58.79 WB 生残 86.59 生残 152.34 WB 生残 233.39
46 n01 110 35 Acropora selago 11.93 OB 生残 19.66 生残 13.13 WB 生残 22.17 死亡
46 n02 190 28 6.04 EC 死亡
47 n01 110 68 Acropora selago 9.92 EC 生残 14.32 死亡
47 n04 120 c3 Acropora selago 6.03 EC 生残 8.94 生残 15.25 SB 生残 16.62 生残 25.70 WB 死亡
47 n05 120 c5 6.03 EC 死亡
47 n06 140 c10 Acropora cytherea 9.43 SB 生残 10.01 死亡
47 n07 100 15 Acropora grandis 6.96 EC 生残 9.05 死亡
47 n10 125 53 10.89 EC 追跡不能
47 n11 30 47 7.72 EC 死亡
47 n12 30 47 6.97 EC 生残 8.39 生残 6.35 OB 死亡
47 n13 225 16 Acropora selago 11.03 SB 死亡
48 n01 260 41 10.77 OB 生残 18.27 死亡
48 n02 300 46 7.10 EC 生残 11.33 生残 10.04 WB 生残 14.06 死亡
48 n03 65 80 5.09 EC 生残 10.01 生残 12.03 SB 生残 13.80 生残 22.75 WB 生残 27.37
48 n04 95 直87 6.91 EC 死亡
49 n01 130 15 6.55 SB 死亡
49 n02 190 26 6.70 EC 死亡
49 n03 155 51 10.18 EC 死亡
49 n04 155 50 11.68 EC 死亡
49 n05 140 43 5.40 EC 死亡
49 n09 65 36 Acropora selago 4.75 EC 生残 - 死亡
49 n10 80 40 10.37 OB 生残 20.33 生残 6.87 SB 死亡
49 n11 100 67 11.80 EC 生残 11.75 生残 14.47 OB 生残 13.36 生残 16.35 WB 死亡
50 n01 300 29 9.37 EC 死亡
50 n02 350 36 8.84 EC 生残 15.14 生残 11.73 SB 死亡
50 n03 30 22 3.51 EC 生残 6.66 死亡
50 n04 60 24 4.75 EC 生残 10.67 死亡
51 n04 230 34 5.80 EC 生残 9.73 生残 14.21 OB 生残 17.36 生残 21.48 WB 生残 33.82
51 n05 50 31 10.31 SB 生残 13.33 生残 24.47 WB 生残 31.81 生残 32.89 WB 生残 47.82
51 n06 170 32 Acropora selago 3.66 EC 生残 7.66 死亡
52 n01 180 8 6.62 EC 死亡
52 n02 90 32 10.85 EC 生残 13.78 生残 20.01 SB 生残 30.59 生残 54.16 WB 生残 78.98
52 n03 60 23 8.70 EC 死亡
52 n04 70 42 5.57 EC 生残 6.85 死亡
53 n01 85 61 Acropora cytherea 9.36 SB 死亡
53 n02 240 26 Acropora selago 6.72 EC 生残 12.19 死亡
54 n01 0 20 7.77 EC 生残 6.15 生残 8.1 SB 死亡
54 n05 0 55 4.11 EC 生残 9.01 死亡
54 n06 20 40 Acropora selago 11.95 SB 死亡
54 n07 20 40 8.37 EC 生残 13.62 生残 36.74 WB 生残 68.17 死亡
54 n08 310 35 7.46 EC 生残 12.87 生残 18.59 WB 生残 25.30 死亡
54 n09 325 42 11.25 EC 死亡
54 n10 300 横20縦40 5.23 EC 生残 6.61 死亡
55 n01 110 3 11.43 SB 生残 15.53 生残 21.77 WB 生残 35.87 生残 53.19 WB 生残 75.54
55 n02 30 18 7.67 OB 生残 6.44 死亡
55 n04 75 c65 9.97 EC 死亡
56 n01 10 40 8.31 EC 死亡
56 n02 190 60 9.67 OB 生残 15.13 生残 18.19 SB 生残 21.13 死亡
56 n03 165 48 9.29 SB 死亡
56 n04 165 64 7.53 EC 生残 11.61 追跡不能
57 n01 290 28 Acropora selago 8.94 EC 追跡不能
57 n02 270 31 11.42 SB 死亡
57 n03 320 46 4.89 EC 死亡
57 n05 165 20 9.08 EC 追跡不能
57 n06 260 104 9.41 EC 追跡不能
57 n07 260 124 10.42 EC 追跡不能
57 n08 250 78 9.11 EC 追跡不能
58 n02 80 15 6.81 EC 死亡
58 n03 290 27 11.53 EC 生残 13.53 死亡
58 n05 210 62 8.06 EC 生残 23.43 死亡
58 n06 190 72 7.74 EC 死亡
58 n07 190 80 11.13 EC 死亡
59 n02 80 16 10.55 EC 生残 19.17 生残 35.02 WB 生残 55.97 生残 83.10 WB 生残 125.58
59 n03 320 c60 11.04 EC 生残 14.46 死亡
59 n04 20 60 8.55 EC 死亡
60 n01 170 91 4.47 EC 死亡
60 n03 210 45 6.16 EC 生残 8.04 死亡
60 n04 240 44 9.80 EC 生残 10.65 死亡
60 n05 240 43 6.91 EC 生残 8.13 生残 8.22 OB 生残 10.80 生残 22.37 SB 生残 68.1
60 n07 280 28 Acropora nasuta 8.17 EC 死亡
60 n08 340 19 8.30 OB 生残 14.88 生残 8.19 WB 死亡
60 n11 180 24 4.83 EC 生残 死亡
60 n13 80 40 11.88 EC 追跡不能
60 n14 80 46 8.76 OB 生残 14.6 死亡
p1 n01 80 29 7.64 SB 生残 14.13 死亡
p2 n01 310 86 Acropora selago 10.59 EC 生残 11.9 生残 10.56 OB 生残 14.50 死亡
p2 n02 310 86 6.15 EC 生残 7.59 死亡
p2 n03 20 24 10.47 EC 生残 20.11 死亡
p2 n04 135 15 7.97 EC 生残 9.19 死亡
p2 n05 135 18 5.37 EC 死亡
p2 n06 135 18 8.75 OB 死亡
p2 n07 80 70 8.42 EC 生残 8.04 死亡
p3 n01 25 15 10.72 EC 生残 10.3 生残 4.71 OB 生残 4.44 死亡
p3 n02 90 17 9.40 EC 死亡
p3 n03 95 41 7.59 EC 生残 7.75 死亡
p3 n04 95 62(c70) 6.05 EC 生残 10.89 生残 8.26 WB 死亡
p4 n02 270 45 8.70 EC 生残 12.16 追跡不能
p4 n04 290 46 10.98 EC 死亡
p4 n05 335 44 9.44 OB 死亡
p4 n06 325 51 9.88 EC 生残 11.03 死亡
p4 n07 350 68 8.41 EC 死亡
p4 n08 5 34 8.42 EC 生残 5.61 死亡
p4 n09 290 12 7.60 EC 死亡
